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平成２７年２月期 第２四半期累計業績 （連結）

平成26/2

第2四半期

平成27/2 

第2四半期

同 期初予想比

（％）

前期比

（％）

平成２７年２月期 第２四半期累計業績 （連結）
百万円

実 績 期初予想 実 績

売上高 ２２，５３５ ２４，６００ ２７，３７５ １１１．３ １２１．５

粗利率 １５ ４ １５ ３ １３ ４粗利率 １５．４ １５．３ １３．４

営業利益 ７１９ １，０３０ ８８５ ８６．０ １２３．０

経常利益 １ ２１４ １ ０５０ １ ０００ ９５ ３ ８２ ４経常利益 １，２１４ １，０５０ １，０００ ９５．３ ８２．４

四半期純利益 ８９８ ６７０ ６５１ ９７．３ ７２．５



平成２７年２月期 第２四半期累計業績 （単体）

平成26/2

第2四半期

平成27/2

第2四半期

同 期初予想比

（％）

前期比

（％）

百万円
平成２７年２月期 第２四半期累計業績 （単体）

実 績 期初予想 実 績

売上高 ２１，２７４ ２２，６００ ２５，２５３ １１１．７ １１８．７

粗利率粗利率 １３．８ １３．９ １２．１

営業利益 ５８８ ８４０ ７５２ ８９．５ １２７．７

経常利益 １ ０７１ ８６０ ９０３ １０５ １ ８４ ４経常利益 １，０７１ ８６０ ９０３ １０５．１ ８４．４

四半期純利益 ７８９ ５５０ ５９７ １０８．６ ７５．７



連結業績の推移

百万円

期初
予想 期初

予想

百万円

予想



連結主要指標の状況連結主要指標の状況
平成26/2 2Q累計 平成27/2 2Q累計

総資産 （百万円） 35 474 38 106総資産 （百万円） 35,474 38,106

純資産 （百万円） 22,726 23,284

四半期純利益 （百万円） 898 651898 651

１株当たり純資産額 （円） 1,620.03 1,659.73

１株当たり四半期純利益 （円） 64.22 46.51

自己資本比率 （％） 64.0 61.0

自己資本利益率(ROE) （％） 4.0 2.8

営業活動によるキャッシュフロー (百万円) 621 67

投資活動によるキャッシュフロー (百万円) △354 1,418,

財務活動によるキャッシュフロー (百万円) △1,286 △708

現金及び現金同等物の四半期末残高 (百万円) 11,914 9,934

従業員数 (名) 406 420



品目別売上高 （単体）品目別売上高 （単体）
百万円



用途別売上高 （単体）用途別売上高 （単体）
百万円



主な用途先と仕入先メーカー （単体）

民生機器 カーナビ、ＡＶ機器、エアコン、電子楽器等

主な用途先

通信機器

情報機器

携帯電話および基地局、 次世代ネットワーク等

PCおよび周辺機器、 サーバー等

産業機器 ＦＡ機器等製造装置、 半導体製造装置、 計測器、 事務機器、 医療機器、

モーター制御、 電源装置、 宇宙・防衛関係、 アミューズメント等

主な仕入先

個別半導体 オンセミコンダクタ、 フェアチャイルドセミコンダクタ、 アバゴテクノロジー、

クリー インフィニオン

アナログIC

メモリIC

クリ 、 インフィニオン、

テキサスインスツルメンツ、 アナログデバイセズ、 オンセミコンダクタ、

マイクロン オンセミコンダクタメモリIC

ロジックIC

CPU／DSP

マイクロン、 オンセミコンダクタ

テキサスインスツルメンツ、 オンセミコンダクタ、 ステップテクニカ、

テキサスインスツルメンツ アナログデバイセズCPU／DSP テキサスインスツルメンツ、 アナログデバイセズ、



客先別売上比率客先別売上比率 （単体）（単体）

％



用途別売上高の四半期推移（単体） 単位：百万円用途別売 高の四半期推移（単体）



受注･売上額の四半期推移（単体）受注 売 額の四半期推移（単体）
百万円



受注・売上の四半期推移受注・売上の四半期推移((単体単体))
直前四半期比直前四半期比前年同期比前年同期比百万円百万円

受 注 2012/３Ｑ ８，１６２ ９７．０ ８６．１

４Ｑ ９ １４５ ９５ ７ １１２ ０４Ｑ ９，１４５ ９５．７ １１２．０

2013/１Ｑ １０，９５４ １０８．６ １１９．８

２Ｑ １０，６６１ １１２．５ ９７．３

３Ｑ １１，００３ １３４．８ １０３．２

４Ｑ １０，９０１ １１９．２ ９９．１

2014/１Ｑ １３ ３５０ １２１ ９ １２２ ５2014/１Ｑ １３，３５０ １２１．９ １２２．５

２Ｑ １２，９２０ １２１．２ ９６．８

売 上 2012/３Ｑ ８，９９１ ９６．８ ８９．１

４Ｑ ９，２００ ９３．５ １０２．３

2013/１Ｑ １０，２９０ １０７．７ １１１．８

２Ｑ １０ ９８４ １０８ ８ １０６ ７２Ｑ １０，９８４ １０８．８ １０６．７

３Ｑ １１，０５３ １２２．９ １００．６

４Ｑ １１，５３３ １２５．４ １０４．３

2014/１Ｑ １１，９７２ １１６．３ １０３．８

２Ｑ １３，２８１ １２０．９ １１０．９



平成２７年２月期第２四半期（累計）のまとめ平成２７年２月期第２四半期（累計）のまとめ平成２７年２月期第２四半期（累計）のまとめ平成２７年２月期第２四半期（累計）のまとめ
１． 当期は、消費税増税の反動が懸念される中で、底固い設備投資や政府の経済対策効果

などにより国内景気はゆるやかな回復基調と思われます。気
海外は、米国が堅調な景気回復が続き、中国はじめ新興国はばらつきがあるものの、

全体としては堅調な推移とみられます。

半導体業界は、自動車向けやスマートフォン、タブレットなどが好調でした。また産業機器
向けも昨年に比べて増加傾向であり、全体的に順調な推移となりました。

う た中 当社グ プ 期業績 売 高 連結 単体とも 想 超 去２． こうした中、当社グループの上期業績は、売上高は連結・単体とも予想比１０％超で過去
最高となりましたが、粗利率の回復が想定より遅れ、利益面は若干計画を下回りました。

３ 単体の分野別では メモリ大口先である情報機器向けが引き続き好調に推移しました３． 単体の分野別では、メモリ大口先である情報機器向けが引き続き好調に推移しました。
ＦＡ製造装置・計測器など主力の産機市場向けも全般に好調、通信機器向けや事務機器
向けなども商流獲得の効果を反映して増加しました。一方、前期の反動から宇宙関連向け
は減少しましたが 全体の売上では前年同期比１８ ７％増となりましたは減少しましたが、全体の売上では前年同期比１８．７％増となりました。

４． 連結子会社は、アジア地区はオンセミの海外直取引が順調に進み売上は好調でしたが、
シンガポールとタイは利益面で苦戦しました 米国は宇宙向け大口案件が終了し 売上・シンガポールとタイは利益面で苦戦しました。米国は宇宙向け大口案件が終了し、売上・
利益とも大きくマイナスとなりました。国内各社は順調な推移でしたが、子会社全体では
増収減益となりました。



富士エレ再成長プラン（前期スタート）富士エレ再成長プラン（前期スタ ト）

【目 標】【 標】

連結売上高５００億円突破と収益体質改善、強化

【重点方針】【重点方針】

１ 強みである産機分野 中堅 中小客先向けの販売強化１.強みである産機分野、中堅・中小客先向けの販売強化

２ 車載市場およびパワ 半導体市場で本格的な開拓２. 車載市場およびパワー半導体市場で本格的な開拓

３ アジア地区の営業拡大戦略の実行３. アジア地区の営業拡大戦略の実行



平成２７年２月期平成２７年２月期 基本方針（４月発表）基本方針（４月発表）平成２７年２月期平成２７年２月期 基本方針（４月発表）基本方針（４月発表）

「粗利改善・経費効率化に集中、増益必達」粗利改善 経費効率化に集中、増益必達」

✓ 連結売上高 ５１０ 億 （前年比 107.6％）

✓連結経常利益 ２６.１億 （前年比 128.7％）



平成２７年２月期平成２７年２月期 下期課題下期課題

［１］ 全社で顧客別に利益改善プランの提案と交渉

平成２７年２月期平成２７年２月期 下期課題下期課題

［１］ 全社で顧客別に利益改善プランの提案と交渉

［２］ ブロ ド客先の拡販策の推進［２］ ブロード客先の拡販策の推進

［３］ アジア地区営業活動の拡大［３］ アジア地区営業活動の拡大

［４］ 営業改革・業務改善の推進［４］ 営業改革・業務改善の推進

［５］ 経費効率化への取り組み［５］ 経費効率化への取り組み



平成２７年２月期 上期実績 通期予想 （連結）平成２７年２月期 上期実績・通期予想 （連結）

単位：百万円

上期

実績

下期

期初予想

通期 前期

実績期初予想 前年比実績 期初予想 実績期初予想 前年比

売上高 ２７，３７５ ２６，４００ ５１，０００ １０７．６ ４７，３８７

粗利率 １３．４ １６．１ １５．７ １４．０

営業利益 ８８５ １ ５４０ ２ ５７０ ２２３ ９ １ １４７営業利益 ８８５ １，５４０ ２，５７０ ２２３．９ １，１４７

経常利益 １，０００ １，５６０ ２，６１０ １２８．９ ２，０２８

当期純利益 ６５１ １，０００ １，６７０ １１４．１ １，４６３



平成２７年２月期 上期実績 通期予想 （単体）平成２７年２月期 上期実績・通期予想 （単体）

単位：百万円

上期 下期 通期 前期

実績 期初予想 期初予想 前年比 実績実績 期初予想 期初予想 前年比 実績

売上高 ２５，２５３ ２４，４００ ４７，０００ １０７．２ ４３，８６１

粗利率 １２．１ １４．６ １４．３ １２．７

営業利益 ７５２ １ ２９０ ２ １３０ ２３１ １ ９２１営業利益 ７５２ １，２９０ ２，１３０ ２３１．１ ９２１

経常利益 ９０３ １，５４０ ２，４００ １２２．０ １，９６７

当期純利益 ５９７ １，０５０ １，６００ １１０．６ １，４４６



ＷＳＴＳＷＳＴＳ((世界半導体市場統計世界半導体市場統計))市場予測市場予測ＷＳＴＳＷＳＴＳ((世界半導体市場統計世界半導体市場統計))市場予測市場予測
伸び率：伸び率：%%

市場 予測 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

日 本 (円) 2013／12月 △４ ２ ４ ３ ５ ６ ２ ２日 本 (円) 2013／12月 △４．２ ４．３ ５．６ ２．２

2014／5月 ３ ７ ４ ０ ２ ０ ３ ０2014／5月 ３．７ ４．０ ２．０ ３．０

世 界 (＄) 2013／12月 △２．７ ４．４ ４．１ ３．４世 界 (＄) 2013／12月 △２．７ ４．４ ４．１ ３．４

2014／5月 ４．８ ６．５ ３．３ ４．３

＊半導体総合研究所 （2014/9月） 2014年予測 ７ ５％増(世界) ４ ２％増(日本)＊半導体総合研究所 （2014/9月） 2014年予測 ７．５％増(世界) ４．２％増(日本)


